
今
、
ふ
れ
あ
い
の
村
で
は
・
・
・

＜赤ちゃんからお年寄りまで、 みんなが先生です！＞

　

管
理
棟
の
周
り
は
ア
ベ
リ
ア
の
花
が
咲
き
、
甘
い
匂
い
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
匂

い
に
誘
わ
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
昆
虫
が
蜜
を
求
め
て
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
赤

い
頭
と
お
腹
が
特
徴
の
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
が
い
ま
し
た
。
名
前
の
由
来
は
雄
の
成
虫
が
麝
香

（
じ
ゃ
こ
う
）
の
よ
う
な
匂
い
を
発
す
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
幼
虫
の
時
に
ウ
マ
ノ

ス
ズ
ク
サ
と
い
う
有
毒
植
物
を
食
べ
る
こ
と
で
自
ら
の
体
内
に
毒
を
蓄
積
し
、
捕
食
者

か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
◆
ク
リ
林
の
木
の
下
で
写
真
を
撮
っ
て
い

る
と
、シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
葉
を
食
む
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
辺
り
を
見
渡
す
と
ク
リ

の
葉
に
大
き
な
幼
虫
が
い
ま
し
た
。
ク
ス
サ
ン
で
す
。
体
長
は
八
㎝
程
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

青
白
色
の
大
型
の
ケ
ム
シ
で
す
が
、
成
虫
は
更
に
大
き
く
十
㎝
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

印
象
が
強
い
見
た
目
で
す
が
、
成
虫

・
幼
虫
共
に
無
毒
で
す
。
◆
宿
泊
棟
の
軒
下
に

ツ
バ
メ
が
巣
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
の
村
で
の
巣
作
り
は
珍
し
い
で
す
。

神
奈
川
県
で
は
平
成
十
八
年
以
降
、
種
単
位
で
減
少
種
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
ツ
バ
メ
の
巣
の
あ
る
家
は
安
全
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
巣
立
ち
ま
で
の
僅
か
な

時
間
で
す
が
温
か
く
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　アジサイ

2024.7

　

南
足
柄
市
千
津
島
の
田
園
地
帯
に
あ
る
「
ハ
ナ
ア
オ
イ
農
道
」
が
鮮
や

か
な
赤
や
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
て
い
ま
す
。

七
月
に
入
っ
て
梅
雨
明
け
の
時
期
に
目
立
つ
花
が
ハ
ナ
ア
オ
イ
で
す
。

こ
の
植
物
の
特
徴
は
梅
雨
が
始
ま
る
と
花
が
下
段
か
ら
咲
き
始
め
、
先
端

の
つ
ぼ
み
が
咲
き
終
わ
る
と
梅
雨
が
明
け
る
の
で
「
梅
雨
葵
」
と
も
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

花
は
一
重
や
八
重
の
も
の
も
あ
り
、
花
の
直
径
は
品
種
に
よ
り
ま
す
が
大

き
な
も
の
は
十
ｃ
ｍ
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

本
来
は
宿
根
性
の
多
年
草
で
す
が
、
品
種
に
よ
っ
て
は
一
年
草
で
も
あ
り

ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　ツバメ ルリシジミチョウ

　ジャコウアゲハ アカメガシワ

　　　　　クスサン幼虫 　　　コクワガタ

　  ７   月　自然のたより

　

ハ
ナ
ア
オ
イ

　
　
　
　
　
　



　

　雨の日が多くなり、 アジサイが色鮮やかに咲いて

います。 先日梅雨入りのニュースも発表され、ジメ

ジメした日が多くなりました。◆クリが早くも実っていまし

た。 まだ雌花の名残が先端に白く残り、小さな冠の

ようで可愛らしいです。 梅雨時期を表す言葉で 「栗

花落 （つゆり）」 がありますが、 栗の花が落ちる時期

が梅雨入りの季節であるため 「栗花落」 の字に充

てられたそうです。◆薄暗い林の中にギンリョウソウが

咲いていました。 ユウレイタケ （幽霊茸） の別名があり

薄暗い林の中に半透明の姿が神秘的に見えました。

◆ヒバカリが外の水槽の中に頭を入れ、 オタマジャ

クシを捕食していました。 無毒ですが、 かつては毒

ヘビと考えられおり 「噛まれたら命がその日ばかり」

が名前の由来とされています。 実際はとても大人しく

遭遇しても襲ってくるような生き物ではありません。

◆ネムノキがピンク色の綿毛のような花を一斉に咲か

せ始めました。 夜になると葉が合わさって閉じ、 垂れ

下がる就眠運動をすることからこの名がつきました。

ネムノキは 「合歓木」 と書き、 葉が合うところから中

国では夫婦円満の象徴とされています。

 

※今後、変更等がある可能性がありますので『足柄ふれあいの村』のホームページを随時ご確認ください。

★来月のファミリーコミュニケーションの日 ：8月 4日（日）

※ﾌｧﾐﾘｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動の一環として、毎月、第一日曜日に開催中です。
※申込み・問合せは電話などでお気軽にどうぞ。

10:00～ 12:00 《自然観察会》　セミの抜け殻をじっくり観察　（参加費無料）

13:00～ 15:00《クラフト教室》竹で楽器づくり　（材料費：２００円）

ヒバカリ

　ムネアカハラビロカマキリ

　オカトラノオ

　 マメガキ

カゲロウの仲間

　ネムノキ

七
十
二
候　

　

温
風
至
る

　
　
　
　
　

七
月
七
日
～
十
一
日　

あ
つ
か
ぜ　

い
た

★フィールドワーク★ 野外を探検・調査・観察することを
フィールドワークといいます。

【イベントのご紹介】 ※お問合せは、足柄ふれあいの村に電話（0465-72-2010）されるか、
   『足柄ふれあいの村』のホームページにアクセスしてください。

もりっこ１泊２日Ver.です。

昼夜の自然の中で、子どもたちがどんな発見をし、どんなことを思うのか

お子さんの成長をサポートいたします！

実  施  日）令和 6年９月７日（土）～８日（日）【１泊２日】　
会　　場）足柄ふれあいの村　　
対　　　象） 幼児（３歳～未就学児）とその保護者　　　　
定　　員）　２５人　　
参  加  費） 中学生以上：6,800円 / 3 歳以上～未就学児：5,000円
申込期間）  令和6年７月５日 (金) ～令和6年８月２日 (金)

「もりっこ２デイズ」のご案内

ギンリョウソウ

   　　　エゴノキ

Vol.100

　

梅
雨
入
り
が
遅
く
な
っ
た
関
東
地
方
に
暑
く
ど
ん

よ
り
と
し
た
雲
が
時
折
開
い
た
時
、
夏
の
日
差
し
が

大
地
に
降
り
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
温
風
至
」
の
温
風
と
は
梅
雨
明
け
の
頃
に
吹
く
南
風

の
こ
と
で
す
。

梅
雨
明
け
の
目
安
と
さ
れ
る
花
は
百
日
紅
（
さ
る
す

べ
り
）
で
梅
雨
明
け
か
ら
秋
の
初
め
ま
で
百
日
間
咲

き
続
け
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。

関
東
の
梅
雨
明
け
は
い
つ
頃
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　　　クリ　　


